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～根本的な解決策は？～

（一社）沖縄県薬剤師会

常務理事 宮城 幸枝



薬剤師に求められる役割の拡大



薬剤師に求められる役割の拡大



沖縄県の薬剤師に関する状況
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厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」「医師・歯科医師・薬剤師統計」

①人口10万人あたりの薬剤師数（総数）



（単位：人）

区分 薬剤師数 人口10万人対
（医療施設） （薬局）

沖縄県 2,176  656 1,520 148.3
（全国最下位）

全国 250,585 61,603 188,982 198.6

厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

状況

本県の医療施設・薬局に従事する人口10万人対薬剤
師数は全国最下位

沖縄県の薬剤師に関する状況

②医療施設・薬局の薬剤師数





③薬剤師偏在指標（その１）

区分
薬剤師偏在指標※

病院薬剤師 薬局薬剤師 病院+薬局

沖縄県
0.91

（全国６位）
0.90

（全国40位）
0.90

（全国24位）

全国 0.80 1.08 0.99

※ 令和５年６月９日付け厚生労働省医薬・生活衛生局総務課事務連絡

状況

本県の薬剤師偏在指標は、病院薬剤師、薬局薬剤師
ともに「多くもなく、少なくもない地域」に該当

沖縄県の薬剤師に関する状況



③薬剤師偏在指標（その２）

区分
薬剤師偏在指標

現在（令和４年） 将来（令和18年）

沖縄県 0.90
0.87

（沖縄のみ低下）

全国 0.99 1.09

※ 令和５年６月９日付け厚生労働省医薬・生活衛生局総務課事務連絡

状況

本県の薬剤師偏在指標は、薬剤師確保計画の目標年
の令和18年においても１を下回り、現在より低下

沖縄県の薬剤師に関する状況



③薬剤師偏在指標（その３）

区分
薬剤師偏在指標

病院薬剤師 薬局薬剤師

現在
（令和４年）

0.91 0.90

将来
（令和18年）

0.85 0.89

※ 令和５年６月９日付け厚生労働省医薬・生活衛生局総務課事務連絡

状況

本県の薬剤師偏在指標は、病院薬剤師、薬局薬剤師
ともに、状況が悪くなっている

沖縄県の薬剤師に関する状況



沖縄県の二次医療圏

北部医療圏
人口：97千人

中部医療圏
人口：522千人

南部医療圏
人口：741千人

宮古医療圏
人口：54千人

八重山医療圏
人口：53千人

人口：令和２年国勢調査



③薬剤師偏在指標（その４ 二次医療圏毎）

二次医療圏 病院 薬局 全体

北部 0.89 0.66 0.72

中部 0.8 0.73 0.75

南部 1.02 1.09 1.07

宮古 0.53 0.47 0.48

八重山 0.74 0.81 0.79

：多い地域 ：少ない地域 以外：多くもない少なくもない地域

状況

南部医療圏のみが「多い地域」、北部、宮古医療圏は
「少ない地域」、特に宮古医療圏は深刻な状況

沖縄県の薬剤師に関する状況



※ (一社)薬学教育協議会 在籍者調査（各都道府県出身者別）の毎年度の
５月１日時点の１年次在籍者数を入学者数とする

④県出身者の県外薬学部入学者数※
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沖縄県の薬剤師に関する状況

平均 113人

状況

毎年度 100～120人程度の学生が県外の大学薬学部
に入学している（５年間の平均113人）



※厚生労働省発表資料による

⑤県出身者の薬剤師国家試験合格者数※
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沖縄県の薬剤師に関する状況

平均 75人

状況

毎年 70～80人の県出身者が薬剤師国家試験に合格
している（５年間の平均75人）



厚生労働大臣認可 薬剤師無料紹介所

年度
常用

求人者数
（平均）

新規
求職者数
（平均）

2014
～2018 101 17

2019
～2021 37 22

2022
～2023 102 18

● 2019～2021年度は新型コロナの影響
により求人が減少
●通常は年間常時100人程度の求人有



薬剤師確保のための取り組み

• 取組Ⅰ

① 薬剤師確保対策事業（ＵＩターン就職ガイダンス事業）

② 薬剤師確保対策モデル事業（奨学金返済支援事業）

• 取組Ⅱ

③ 県内国公立大学への薬学部設置に向けた取組

R2･3年度：県内薬剤師需給予測及び薬学部設置可能性等調査事業

R4･5年度：県内国公立大学薬学部設置推進事業

• 取組Ⅲ
④ その他の取組

• 中高生等の薬剤師・薬学部への関心の向上

• 県内高校生等の薬学部への進学の支援・促進



薬剤師確保のための取組Ⅰ

①薬剤師確保対策事業（Ｈ26年度～）

・目的：県内で勤務する薬剤師の確保

・事業内容：沖縄県補助事業（1/2補助）

全国の薬科大学等へ出向き、就職斡旋の依頼を実施

実績（H 26年度～R ３年度）： 18 大学で実施

② 薬剤師確保対策モデル事業（Ｈ30年度～）

・目的：県内で就業する薬剤師の増加・定着

・事業内容：沖縄県委託事業

県内での就業を条件として奨学金返還額の一部を補助

⇒ 年 36万円を最長２年間

実績（Ｈ 30年度～Ｒ３年度）： 78 名に補助



薬剤師確保対策事業
～ＵＩターン就職ガイダンス事業～

遠隔での開催現地開催（対面での説明会開催）

新型コ
ロナウ
イルス
感染症



③ 県内国公立大学への薬学部設置に向けた取組（県単事業）
A) 県内薬剤師需給予測及び薬学部設置可能性等調査事業(R2･3年度)
・目的：県内国公立大学への薬学部設置の必要性、可能性等について調査

・事業内容

➢県内の薬剤師需給予測

➢県内国公立大学への薬学部設置の必要性及び可能性等の整理 など

・結果

➢県内国公立大学へのヒヤリング等の結果から、県内国公立大学への薬学
部設置の必要性が確認された

B) 県内国公立大学薬学部設置推進事業(R4･5年度)
・目的：県内国公立大学への薬学部設置を推進すること

・事業内容

➢県内国公立大学薬学部設置推進協議会の開催

➢沖縄県内国公立大学薬学部設置に関する基本方針の策定

➢シンポジウムの開催 など

薬剤師確保のための取組Ⅱ



子ども調剤体験

中高生等の薬剤師・薬学部への関心の向上



薬学部進学相談会

県内高校生等の薬学部への進学の支援・促進



薬剤師確保対策が沖縄県にもたらす効果
「沖縄県薬剤師確保計画」より引用

〇地域医療向上への貢献
・薬剤師不足の解消

・地域医療を担う人材の安定的な供給
・研修等の実施による地域医療体制の強化
・保健・医療分野の研究力向上

〇地域活性化への貢献
・地域経済発展への貢献
・理系進学希望者の県外流出の抑制
・卒業生の定着による若年人口の増加
・公開講座等の障害学習機会の増加

〇新たな産業の創出の可能性の拡大
・沖縄の様々な天然資源を活用した創薬等産業の振興
・大学等との連携による民間企業の研究開発力の向上



ご清聴ありがとうございました
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